
 

 

検査内容変更のお知らせ 
 

 

謹啓   時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のお引き立てをいただき、厚く御礼申し上げます。 

この度、下記の検査項目につきまして、日本輸血･細胞治療学会「赤血球型検査（赤

血球系検査）ガイドライン(改訂５版)」で推奨されている PEG-IAT法に変更させてい

ただくことに致しましたので、取り急ぎご案内申し上げます。 

誠に勝手ではございますが、事情をご賢察の上、何卒ご了承の程お願い申し上げま

す。 

 

謹白 

記 

 

【変更内容】 
  

項目コード 検査項目 変更内容 新 旧 
検査案内 

掲載頁 

４０ 
交差適合試験 

（血液交差試験） 
検査方法 

PEG-IAT法 ALB-IAT法 
P.73 

（PEG法） （アルブミン法） 

 

輸血の安全性を高めるため、交差適合試験に先立って不規則抗体スクリーニングを行

うことが推奨されています。 

 

PEG-IAT 法を用いることでアルブミン法を省略し、より感度の高い検査が可能になり

ます。検査法変更に伴いまして、交差適合試験依頼書/報告書の様式が変更になりま

すので、裏面をご参照ください。 

 

新依頼書/報告書の配布は 7月以降とさせていただきます。 

旧依頼書/報告書での提出の場合は、アルブミン法を省いて報告させていただきます。 

 

【変更期日】 

 

 ■令和 8 年 7 月１3 日（月）受付分より 

 
 

 



 

 

 
《新交差適合試験依頼書/報告書》 
変更点：  

 ・サイズを A4 相当 

 ・アルブミン法結果欄削除 

 ・自己対照結果欄追加 

 ・血液製剤製造番号 製造シール貼付・セグメントチューブＮｏ．記入可能 

 

製剤シールを貼り付ける際は 1・2・

3・4 枚目すべてに貼り付けるよう 

お願いします 

 


